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中国内でのエイズ死亡者数は毎年大幅に増加を続け、既に伝染病死亡の『第一殺人者』となっている。国

家衛生部の伝染病報告では、全国でエイズの昨年発症者数は 15,982名、死亡者数は 7,743名と発表してお

り、法定報告伝染病中の第一位となっている。2008年よりエイズの死亡者数は 3年連続で伝染病死者のト

ップを占めている。（宮本注：2010年度の発症者数については、2010年 1月から 12月までの毎月の発表数

値を足し算すると、発症者数は 36,594名、死亡者数は 9,531名となるのだが、衛生部が 2011年 2月 10日

に発表したのはこの累積の数字ではなく、毎月の数値の訂正もせずにいきなり半数以下の数値を発表して

いることにも注目が必要：各月の統計数値の信憑性の問題にもつながる話） 

 

エイズの専門家で、中国 CDC性病エイズ予防管理センターの呉尊友主任（教授）は、本日本紙記者との度

癖人他ビュー時に、この現象の主要な原因は：以前からのエイズウィルス感染者が次々と発症時期に入っ

ていること；相当数の感染者が社会的に差別されることを恐れて検査を敢えて受けず、秘密にしておくと

いう事情があることと指摘した。 病状発見が遅れることで、確定診断時には既に後期段階にあることから、

患者には抗ウィルスの薬物治療も施せない。 最近 5年間のエイズ死亡者中、80％の人が抗ウィルス治療を

受けていなかった。 

 

全国のエイズ専用報告システムの提供しているデータでは、2006年から 2010年の全国エイズ患者が各種

原因で死亡した総数は夫々1,809名、5,544名、9,784名、12,287名と 18,987名となる。 そのうち、当年中

に死亡した数は、夫々1,723名、5,545名、8,603名、11,253名と 13,981名となる。2010年の死亡者数は、2

006年の 10倍以上となっている。 

 

呉教授は、エイズ死亡者数は主にエイズ患者と感染者数の報告者数の多い地区に分布しており、分布と流

行の状況は深刻に基本的に相互一致していると指摘し、 過去 5年間のエイズ死亡者の報告が増えている省

は 16の省に達するとした。 

 

呉教授は、「中国国内の数万名のエイズ患者に対する 5年間の臨床研究を通じて、治療が遅れたことにより

患者が死亡するという最大のリスク要素となっていることがわかった」と吐露。彼はまた、「 2002年に無

料で抗ウィルス治療を実施する前は、国内エイズ患者の死亡率は毎年 30/100人～40/100人だったが、現在

では、死亡率が年に 18/100人まで下がってきており、抗ウィルス治療を受けているエイズ患者の病死率は

既に年間 5/100人にまで下がっている、国家の病死率は最低レベルに発展している。全国では抗ウィルス

治療により、死亡を免れ或いは遅らせたエイズ患者の合計数は 3万人以上に達するものとみられる」と強

調した。 

 

呉教授は、「中国は、今後 5年で患者の具体的死因を分析し、その基礎に基づき、早期発見・早期治療を力

強く展開し、予防治療活動を確実に行うことで新たな発症感染を抑え、更にエイズの病死率を下げてゆか

ねばならず、2015年までにはエイズ流行をコントロールするというミレニアム発展目標の実現を確保して

ゆくとした。 

曽利明 
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中国艾滋病死亡病例逐年增加 连续 3年居传染病榜首 
人民网 health.people.com.cn   2011-05-17 08:13 来源：中国新闻社 手机看新闻 

-------------------------------------------------------------------------------- 
中国内地每年艾滋病死亡人数正大幅度增加，已成传染病死亡“第一凶手”。国家卫生部疫情报告显示：去年

全国报告艾滋病发病 15982 例，死亡 7743 例，在法定报告传染病中名列第一，从 2008 年开始，艾滋病死亡病



例已连续 3 年居于传染病死亡榜首。 

 

艾滋病专家、中国 CDC 性病艾滋病预防控制中心主任吴尊友教授今天接受本社记者独家采访时称，造成这一

现象的主要原因是：以前积累的艾滋病病毒感染者陆续进入发病期；相当一部分感染者因担心招致社会歧视，

一直不敢检测而处于隐蔽状态。由于病情发现过迟，确诊时已到晚期，患者已来不及进行抗病毒药物治疗。

近 5 年报告的艾滋病死亡病例中，高达 80%的人未接受过抗病毒治疗。 

 

全国艾滋病专报系统提供的数据显示，2006 至 2010 年全国艾滋病患者因各种原因死亡的病例总数分别为 180

9 例、5544 例、9748 例、12287 例和 18987 例。其中，当年死亡病例分别为 1723 例、5445 例、8603 例、11253

例和 13981 例。2010 年死亡病例数是 2006 年的 10 倍多。 

 

吴教授指出，艾滋病死亡病例主要分布在艾滋病病人与感染者报告例数较多的地区，分布与疫情严重程度基

本相一致。过去 5 年艾滋病死亡病例报告增多的省共有 16 个。 

 

他透露，一项对中国数万名艾滋病病人进行的为期 5 年临床研究发现，治疗过晚是患者最大的死亡风险因素。

他强调，2002 年实施免费抗病毒治疗前，中国内地艾滋病病人病死率为 30/100 人年至 40/100 人年，而目前总

病死率已经降至 18/100 人年。其中接受抗病毒治疗的艾滋病病人的病死率已降至 5/100 人年，为发展中国家

病死率最低水平。据初步估算，全国因抗病毒治疗减少或延缓而死亡的艾滋病患者总计约 3 万多人。 

 

吴教授表示，未来 5 年，中国将在分析患者具体死因基础上，力推早发现、早治疗措施，展开更有针对性的

防治工作，减少新发感染，进一步降低艾滋病病死率，以确保到 2015 年如期实现控制艾滋病疫情的千年发展

目标。 

曾利明 
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